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森 林１

〔林野面積〕“……･……県土の７７％は林野

本県の林野而祇（昭和53年４月現在）は363,830伽で、県土面積の77％を占めている。こ

のうち民有林は95％で、国有林は５％にすぎない。

土地利用の現況

=壷
国有林19,759Aα(５％

（注）土地面菰は50年国勢調査、その他は林政課業務資料

〔森林資源〕………･…人工林率５９％

民有林のうち人工林面積は202,327伽（59％）で、その蓄積は24,150千";(11977i/〃α）と

なっている。

０ 20 4０ 6０ 8０ １００%
０ １ ０ １ １ ０ ０ １ １ - 戸

…面 積
(344,071肋） 塗篝雲 未立木地等

１％色Ｌ

｜
’ ’蓄 積

(36,394千77i)
［

人工林６６％6％6％％
＃

ヘ

(注）地域森林計画資料による。
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〔令級構成〕……………人工林の８１％は幼・若令林

人工林のうち、３０年生（Ⅵ令級）以下の幼・若令林が81％（163,581畑）を占め､下刈・枝

打・間伐等の保育作業が急務となっている。一方、４1年生（Ⅸ令級）以上の伐期に達した林

分は12％（23,207伽）にすぎない。

人工林の令級別樹成（面稲）

“帥ＯｐＯ４ 2０ ［ⅡⅡ］マツ等

園函函函スギ

雨函四画ヒノキ ､ヅーノ
澪

７％

誌亀“§
Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ｘ 刃 以 上ⅣⅢ

(注)I令級は１～５年生、Ⅱ令級は６～10年生､…．．………Ⅲ令級は51～55年生
林政課業務資料
一

〔所有形態〕・………･…民有林の９２％が私有林 や〆

民有林のうち、県有林･市町村有林等の公有林は８％(28,628加）で､殆んどが私有林叡遡奮蜜′

(314,962加)で占められ、なかでも個人有林が圧倒的に多い。

60 100%20 8００ 4０

所有形態別
面 積

彦霧個人有林剛共有林M"その他

(注）林政課業務資料
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１

〔森林施業計画〕………“･･贈加する認定面積

伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認定面積

は、年々増加し、５２年度末現在では、民有林（県有林を除く）の36％にあたる121,210ｈαと

なっている。

認定面積の推移

加
.000･120

ｰ _
畢心 実

績
累
計
．

一
100 ,000十

認定面積の内訳(52年度末）

70 ､000十
一
一茄羊､̅､̅二､参3０

４脚癖辮灘鶴灘鍛職蝿鱗鶏鶴鱗鰯》寒寒寒寒寒寒寒寒琴

２

25,228
23,92123,447

年
度
別
実
績

一

20

1０ ,000+ 鍵蕊

騨鱸鰯属人認定

寒寒畠属地認定

4
６

4８４９５０５１５２年度

(注）林政課業務資料

- ３ -
- - 画



2．木材供給予測……………７０年以降急増する木材供給量

木材供給鼠（人工林）は、昭和70年以降急増し、８０年には約4.5倍にあたる1,800zF"!が

見込まれる。

木材供給予測
一

ﾄ図画/='
２

１
立
木
材
制

１

１

１

１

些〆

匙ﾀー ｼ゙

昭 和 5 0 5 5 6 0 6 5 7 0 7 5 8 0 8 5 年

(注）林政課業務資料

- ４ -



造３ 林．．……･…-．減少した造林面積

造林面積は、３0年の12,167伽をピークに減少を続け､50年には､ほぼ殆の

が、その後は横ばいの状態が続いている。
2,599加になった

造林面積の推移

12,167
Ａ
胤
胤
茜
再
造
林

［“
10,000 9.636

弓

一

』

画噂壇七
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5,000

2,599 2,539
■

蘂
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、 蕊［ ノ
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や，3 0 ３ ５ ４ 0 ４ ５ 年度

制度別造林面積の推移
- ユ
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３ ０ ３ ５
(注）林業課業務資料
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林 道………･･…･急がれる林道整備４

民有林林道の総延長(52年度)は、713路線1,468伽あって、うち自動車道は､374路線917伽

で、その林道密度は2.677"/伽と低い。

林道開設の推移

１０'000 20,000 30.000 40,000延長ｳ"）０
0

年
４
度
８

37.028

鯛座驚林道W "̅
畷林構林道等
■■事業費

23,989
11.5９４

19,330悪５０ ’1２．３

５１ １５6

２５ ’21.2
ｌ Ｅ - １ １ 》 １ １ １ １ １ １ １Ｒ ｎ ４

２ 0事業費 (億円 ) _ X g /0 10

も没ジ
管理主体別林道延長(自動車道）

その他(1) 県(２％）

林政課・山村対策課業務資料
- ６ -



５．林産物の生産

〔素材生産量〕・……………１０年間に半減した素材生産

素材生産壁は、伐期林分の減少、木材価格の低迷等により年々減少し、４２年から10年間に

半減している。

しかし、５０年以降は、わずかながら増加してきている。

なお、素材の用途別比率（52年）は、製材用が83％（328千"#）で､大半を占めている。

素材生産量の推移

ー ,
窪萄

¥ " i７４３
［ⅡⅡ〕チップ・その他

悪》函函パルプ用

廃踊國製材用獅詞圏函陶咽跡

593

500 46］

400 382367

蜜300

200

･て-４
100凸

０､̅遥
4２４５４８５0５１５２年度

素材生産の内訳(52年）

/広葉樹

18％一
葉樹〆広

18％

ス

針
ギ

５２年度
３９７千戒

葉

樹
と、８２％

林政課業務資料
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〔しいたけ生産量・････………増加傾向にあるしいたけ生産

複合林家にとって貴重な収入源となっているしいたけ生産は、最近、生しいたけを中心に

増加の傾向にある。

しいたけの生産量の推移

ｎⅡ］生しいたけ

尽雷壗乾しいたけ

｣ 班［ｔ
500

400
318

解 ̅ ’
300

243

|200

100

0
４ ８ ４ ９ ５ ０ ５ １ ５ ２ 年 度

(注）林政課業務資料

〔木炭生産量〕…-．．………増加する備長炭の生産

燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特産の備長炭の良さが見直され、白炭が

48年以降年々増加している。
と 〆

ｔ
,0002１

霞篝
h

2,918
３

２

2,813,000 白
炭

黒
炭

2,429

”’
,000 I

１,000

閃４ 354
郷Ｚ笏 鰯 (注）林政課業務資料"0 - ４ -

2 １ ､ ４ ５ ４ ８ ４ ９ ５ 0 ５ １ 年 度
- ８ -



〔林業牛産量指数〕……………素材減少・しいたけ増加・木炭激減

45年の素材・木炭・しいたけの生産量を100として、30年以降のその生産鉦の推移を指数

で表わすと、下図のとおりである。

林業牛露最指数の推移

200､̅ 漣割
素 材

150 しいたけ(乾）

木 炭100

5０

3 ０ ３ ５ ４ ０ ４ ５ ５ ０ 年 度
-４

(注）林政課業務資料
、一門浮
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６．製材エ場の規模･…･……･…比較的規模の大きい製材工場

工場数は、４８年以降小規模工場を中心に７％減少したが、総出力数は変らず、37.5畑以上

の工場が61％を占めている。

2０ 4０0 8０ 100％60

IⅢ75̅22”
鬘臺225̅認郵童ノ
蝿375̅7”
睡頚75̅150柵
臓'50柵以上

工 場 数
(４７５工場）

出 力 数
(36,647畑）

漂 塞 鶴従業員数
(４，４９１人）

(注）林政課業務資料
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７．木材需給及び木材価格

〔木材の需給〕・･･･………･停滞する木材需要、低下した木材自給率

県内の木材需要量は、４９年に前年比21％と大巾に減少したが、その後は、ほぼ横ばいの状

態が続いている。

５２年の木材供給の内訳は、国産材22%(402千"f)外材78%(1,455千戒）となっていて、

国産材の自給率は低い。

木材需給の推移(県）

､ 画

醐剛
材

材

国産

外
千7ｆ
2,500 2,411４ ＆型

外材種類別内訳(52年）
1,8962.000 12888L857

！
1,774

1,500
耐
％

1,000 -

500
雀

亜
％

0ー漣
４５４８４９５０５１５２年度

(注）林政課業務資料
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〔住宅建設(全国)〕……………回復の遅れている新設住宅着工戸数、

新設住宅着工戸数（全国）は、４９年度には前年度の

減少して、131万６千戸に落ち込んだが、その後数々

２千戸と回復したが、その後の足取は鈍い。

なお、木造住宅率（52年度）は63％である。

は前年度の190万５千戸から、５８万９千戸（31％）

その後数々の景気対策により、５２年度には158万

新設住宅着工戸数(全国）

凄-ノ圏溺
木
造

非
木
造

～

出/劃寧グ
4８４９５ ( 】

‘(注）建設省建築着工資料

子

-１２-



｡

〔木材価格(全国)〕 伸び悩む木材価格凸 合 凸 ● ■ 凸 ■ ● ｡ ▲

国産丸太の価格指数は、４６年から49年にかけて上昇したが、その後、低落し伸び悩んでい

る。

価格指数の推移（45年＝100）

ｰ達４

’(指数） 国産丸太
輸入丸太
製 材 品

150

一一
一

恥

一

一
一一一一

100 ｰ

÷

＝ 沼 5０
４５４６４７４８４９５０５１５２年度

(注）日本銀行調べ
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8．林業就業

〔林業就業者数〕・・…………･減少を続ける林業就業者

50年における林業就業者数は5,014人で、35年に比して64%の大巾メ

また、林業自営者と林業労働者の比(50年）は、3:7となっている。

35年に比して64％の大巾な減少を示している。

林業就業者数の推移

碑＝
人

雷雲10,000 林
業
自
営
者

林
業
労
働
者

5,000

一

０ 蓮/吾｡ノ３５４ 0４５５ 0年

(注）国勢調査による。
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〔林業就業構造〕……………高令化する林業就業者

３５年には全体の半数以上を占めていた40才未満の林業就業者は、５０年にはわずか18%に減

少し、逆に40才以上が大半を占めるようになり、著しく高令化が進んでいる。また、３0才未
満は僅か５％にすぎず、後継者の確保が重要な課題となっている。

年令階層別林業就業者数
4０ 6０ 8０ 100%20０
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０
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９．林家……………大半を占める零細規模の林家

保有林５加以下の林家が全体の84％を占め、零細な規模の林家が多い。冬》

ｰ ￥ -保有山林規模林家数
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30加以上倖(注）1970年世界農林業セ ンサス

-１５-

＝

|lIlllllll
13％
、、111

1６
ＩＵ

４４



１０．森林組合．．……･……望まれる森林組合の育成強化

施設森林組合数は48組合で、組合員総数は22,340人（１組合平均465人）、出資金総額は

187.695千円（同3,910千円）となっている。また、労務班の有する組合は半数の24組合であ

る。

なお、市町村の区域をこえる広域合併組合は、西牟婁及び南紀森組の２組合である。

全県に対する森林組合の占める比重(51年）

森林面積 素材生産 造林面積
一

（2,539加）
林業就業者

(県）（342,993"） ､ター〃(382.000"I) (5,014人）

）

（注）林政課業務資料

１１．林業研究グループ……………着実に増加する林研グループ

地域林業の中核的担い手として活躍する林研グループは、年々増加し、現在40グルール
プ （ 1 , 1 2 8 人 ） と な っ た 。 琴

彰 一
君賜り林研グループ数（53年８月ノ

■
■
■
会
員
数

關剛幽グループ数

賀

有 田 .(注）林政課業務資料
-１６-
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12．森林の機能………･…・年額4,400億余ｍの公恭的機能

森林は、木材生産のほか、黙止の保全、水資脈のかん侭及び'k活環境の保倫・形成等多lili

的機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を!il･l,t化すると

年額4,417億円の効用を県民にもたらしていると,評価している。

森林の公益的機能の評価

：､-‘,学 ／
～～

鰯503憧円
(11)

〃〃
機 野 浄 酸 機 保

素鴬 化 繊 腿
鴬 機 診 休能護能資能養

855億円

鯵鰯
機 水 機 土
源 砂流か 出ん 防

能 養 能 止

一雌砂崩壊防睡

円
四

億
’

０

く

総

額
、亀

保安林の種類別面稲(7,440加）

〉一一 土砂崩壊防止８９加（2％）

Ⅱ（１％
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１３．和歌山県林業の諸指標

Ｊ

,色〆′

(注）全国数字及び本県の順位基礎資料は、1977年林業統計要覧（林野庁編）による。’
Ｉ く達

ツ電嘩ノ

-１８-

一

区 分 土地面積

(50.10.1)

森林面樹

(４８．４．１）

林 野 率

(４８．４．１）

人工林率
(民有十国有）

(４８．４．１）

林道密度
(民有林）

(51.3.31）

和 歌 山 県 ④ 千ha
472

千ha
364

％
7７

％
5７

m/ha
2.5

全 国 ⑧ ･37,753 25,251 6７ 3５ 2.9

対全国比(§×'00%） 1.3 1.4 一 ー

本 県 の 順 位 3０ 2５ ８ ８ 3６

区 分 林 家 数

(４５．２．１）

５ha以下
の林家率

(４５．２．１）

林業就業者

(50.10.1）

林業就業者
の全産業に
占める割合
(50.10.1）

林輩生産
所 得

(49年）
和 歌 山 県 ④ 戸

31,394
％
8４

人
5,014

％
1.0

百万円
12,715

全 国 ⑧ 2,565.859 8９ 220,000 0.4 763,302

対全国比(3×'00%） 1.2 2.3 1.7

本 県 の 順 位 3８ 一 一 2４



Ｉ

乾しいたけ
生 産 量

（5畔）

林内公道
密 度 木炭生産量

(50年）
木材需要量
（50年）

外材輸入率
（50年）

造林面積

（50年）

素材生産量

（50年）(46.3.31)
千㎡
367

千㎡
１,７７４

m/ha
９．１

％
６７

lla
2.599

ｔｔ
3.280108

I０､706 70,412 75‘063 5７8.1 161,278 34,155

4.7 ２４1.6 １.0 1.0

1２1５ 2３ 30 1９ ６ 1４

̅ 翼

勺

､ｸ〆､､-１９-



１４．県長期総合福祉構想（林業振興の方向）

昭和50年代における県政の進むべき方向を示す県長期総合編祉柵想（みどりと生が

ざして）が、昨年10月策定され、①健康で安定した生活の確保、②働きがいと秩序あ

の発展、③調和と連帯のある地域社会の形成、④魁かな郷土への基盤整備、⑤たくま

豊かな県民の育成一の５項目を基本方向とし、挫林漁業はじめとする産業対策から教

いをめ

る産業

しく心

育、医

療、労働、公害などの諸施策を含めて、すべての施策を「編祉」の視点でとらえ、豊かな目

然と安全快適な鯉境のなかで、県民が等しく物心ともに充実し、互に心をふれあいながら生

きがいのある生活のできるふるさと和歌山県づくりを目指すことにしている。

本県の林業は温暖多雨な気象条件に恵まれ、戦後の積極的な森林資源の造成により、静一林の人工林率は59％に達し、全国でも優位にあるが、幼・若令林が多く、主伐を軸とし

業生産活動を活発に展開する時期までには、なお、相当の期間を必要とする段階にあるとい

える。また、最近のわが国経済の長期にわたる不況のなかで、木材需要の大宗である建築活

動の低下及び外材輸入の増加等により木材価格が低迷し、伐採はじめ造林、保育などの林業
●

活動が全般にわたって停滞すると共に、減少率が鈍化の傾向にあるとはいえ、依然として林

業労働力の減少が続く等林業の経営条件は極めて厳しい。

このような林業をとりまく厳しい諸情勢に対処し、紀州木の国の名にふさわしい林業の振

興を図るには、人工林率63％を目標とした健全な森林資源の造成、計画的な森林施業の推進、

林業構造の改善等による林業経営の近代化、林道密度7.6ｍ/加を目標とした隼産墓鍛の整備、
榎．

特色ある優良林業地の育成､林業ｾﾝﾀｰを中心とする技術開発の促進と普及指導の強化ず
び林業金融の拡充等による「林業生産の増進｣、林業就労の安定化､労働安全衛生の充実､W-

林業労働環境の整備及び山村地域における生活環境の整備等による「林業従事者の福祉の向
上」及び県土の保全、水資源のかん謎、保健休養など県民生活と深く結びついている「森林
のもつ公益的機能の充実」の３項目を林政推進の基本方向とし、次の体系図に沿って林業振
興施策の一層の充実強化を図ることとしている。

〆、
-２ ０ -

一



, Z n

Ｙ施 策 の 体 系

計画的な林業生産の
推進
林業構造の改善

珠 杯 貢

士;荷
牛琵基鱒の寝１７

± 霊 崔 産 ０

沐業金融の甑允・‘
休業従業者の就労の
休業労働環境の整備
休業後継者の育成
森林機能の整備

県土の保全
水資源のかん養
保健休養機能の強ｲＩ

一〆）へ
／
〆

-２１-



また、長期総合禍祉構想に基づく昭和60

整備目標を次の通り設定した。
年における森林資源の整備をはじめ各々の

1．森林資源の整備
単位：面積加蓄積千"f

>sﾉー ﾀ゙

(森林面積）
ｒ
戸

咳100%０ 5０

50年 《"ﾉー"ノ

60年

’
(蓄稲量）

●

50年 ３３百万㎡

～！
- -

43百万㎡60年

-２２-、

、 一一

区 分 昭和50年 昭和60年
伸び率６０/5０

倍 率 年率(%）
森 林 面 積 343,614 343,614 1.00 ０

人 工 林 198,777 216,745 1.09 0.8
天 然 林 138,358 120,390 0.87 4１.４
(人工林率％） 5８ 6３

蓄 積 量 33,438 42,921 1.28 2.5
人 工 林 21,948 31,770 1.45 3.8

天 然 林 11,490 11,151 0.97 △０．３
("当り蓄積秘／伽） 9７ 124

林道
(腕）

密度(ｍ/加）

869

2.5
2,609
7.6

3.00 12.0

：一樫一 踊盟剛■ 口

卜
ロ ﾛ 麺6

Ⅱ
U"Ｉ■ 口

十

十

程天然林三■ 口

令

: 人 工 林 ！
Ｐ」：；職一一-



２．林業生産の拡大

ｰ ､雪建

(林業生産額）

木
炭 特 用 林 産 物

函
苗 木

、-延琴

５０年

60年 200億円 Ｉ

へ
１
１
木
炭

｜

-２３-

区 分 50年 60年
伸び率６０／5０

蒋一軍｢扉率(％）

生

産

愚

索 材

(1,000㎡）

可能敵

産

苗 木 ( 1 , 0 0 0 * )

木 炭 ( t )

し い た け
生 ( t )

乾 ( t )

639

367

12,990

3,280

297

108

738

520

16,167

3,600

400

120

1.４２

1.２４

1.09

1.３５

1.11

3，６

2.2

0.8

3.0

1.1

生
産
額
（
百
万
円
）

林 業 生 産 額

素 材

苗 木

木 炭

特 用 林 産 物

14,324

13,117

277

302

628

20,023

18,585

344

331

763

1．４０

１.４２

1．２４

1．０９

1.２１

3.4

3.6

2.2

0.8

１．９

林業生産所得(百万円） 13,839 １９,２３９ 1.３９ 3.3



１

３．就業機会の確保

》（琴辨

一

咳

亀ヅーノ

４．公益的機能の整備
単位：面樋ha

１

-２４-

一 一 -

区 分
６ ０ 年

数 識 労働原単位 労働需要量

素 材 生 産 -５２０千㎡
全一

0.64人･日／㎡ 332,800人･日

造 林

再 造 林

拡大造林

小 計

1,170ha

2,000

3,170

24人･日/ha

4０

28,080

80,000

睡恥

育 林

1～10年

11～30年

31年以上

小 計

33,247ha

131,503

43,238

207,988

5.6人･日/ha

1.2

0.6
-

186,183

157,803

25,942

369,928

育 苗 16,167千本 170本/人･日 95,100

合 計 ー
１1RR_nnoER

５０年

需 要 愚

林 業 従 事 者

就業機会（年間平均）

㈲
㈲
(A)/(B)

945,500人･日

8 ,113人

1 1 6 日

６０年

需 要 鼠

林 業 従 事 者

就業機会（年間平均）

間

⑤

間／旧）

1,238,000人･日

7 , 700人

1 6 1 日

区 分 整備目標面積
うち保安林による整備

５ ０ 年 ６ 0 年

県 土 保 全 91,200 17,390 17,626

水 源 か ん 養 133,800 55,913 56,762

保 健 保 全 31,500 1,321 3,942
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